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し
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假
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し
た
る
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合
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於
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割
引
に
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&
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#
た
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利
益
を
各
年
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旣
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如
く
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損
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又
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T
M
e
s

 

A
c
t

の
無
嵇
な
る
こ
ビ
を
攻
擊
し* 

の

で

あ

る

。

保

守

主

義

で

顽

固

な

る

叔

父

ば

.固

ょ

ら

此 

ff
l
の
邪
說
を
忍
容
す
る
者̂

は
な
か
つ
た
。1

#
な
ら 

ぬ
«
の
#
行

に

敕

父

は«;
ち

に

彼

を

其

漱

か

ら

放

逐

し 

^

o
後
に
復
歸
.̂
:許
し
た
け
れ
メーレ
、
S
今
是
等
の
題
目 

に
就
&
言
說
せ
ぬ
，J 
ノ
レ
を
條
件
を
し
た
0
で
め
る
。

.

'ダ
.
リI

X
はI

八
五
四
年
ス
カ
ラー
ジ
ッ
ブ

を
«
て 

平
雒
のH 

I
ス
•
カ
レ
ッ
ジ
に
入
つ
た
。
此
時
か
ら
い
ょ 

ぐ

芷

式

に

歷

史

硏

究

に

志

し

て

.
，
此

硏

究

は

決

し

て 

ク
ラ
ッ
ス
と
か
友
_
叉
は
歒
對
心
と
か
に
關
は
る
可
き 

も
.の
で
も
な
け
れ
ば
、
因
親
的
方
法
ミ
か
藝
術
的
拘
朿 

と
か
、
平
律
大
學
の
功
利
的
目
的

V
J

か
に
動
か
さ
る
可 

き
も
の
で
も
な
い
マj

固
ぐ
決
心
し
^
。
彼
.は
.多
大
.の
苦 

心
を
以
て
、
犬
學
の
課
業
と
、
自
家
の
脎
史
硏
究
と
を 

別
々
の
寧
た
ら
し
め
ひVJ

努
力
し
た
o
彼
は
先
づ
平
近 

か
の
材
料
が
ら
着
手
し
て
、
同
好
の
士
釔
求
め
む
ビ
も

せ
ず
、
孤
獨
で
歷
史
硏
究
を
績
け
た
の
で
あ
る
。
彼
が 

O
x
f
o
r
d

 c^bnicle VJ 
呼
ぶ
雜
1
に O

xf
o
r
d in the I

s
?

 

C
e
n
t
u
r
y

と

題

す

る

：
一，
文

を

寄

せ

た

の

は

此

頃

で

あ

つ 

左

。

此1

文

旣
^

業

^

彼

が

後

年

め

著

作

の

特

色

と

す
 

る
豐
當
な
る
糜
史
的
想
像
カ
. ^

流
麗
な
る

筆
致
i
を
.豫
. 

.示
し
て
居
る
.。
破
は
勿
1?
非
常
に
馨
し
た
。
併
し
靖 

書
ば
か
b
が
彼
の
業
務
で
tt
な
か
つ
た
。
.馨

以

外

彼 

は

都

市

の

硏

究

に

熱

心

し

た

け

れ

ど

、
.
當

時

は

未

だ

都 

市
の
®
史
的
硏
究
は
等
閑
に
附
甘
ら
れ
て

、

硏
究
の
#
 

料
は
.非
常
に
乏
し
か
つ
だ
。

.

ぐ

H
i

i

八
六o

#

グ
リ
ー
:ン
ば
エ—

ス
•ヵ
レ
ッ
ジ
を
卒
へ

て
、
東
，偷
敦
の.最
も
贫
乏
な
る
寺
、院
に
：牧
師
補
と
し
て 

就
職
し
た
が

、
_
信

徒

に

は

極

め

 

< 親
切
で
、
説
敎
も
巧 

妙
S

つ
た
の
で
、
僧
ビ
し
て
の
評
到
は
甚
だ
好
か
つ 

た
o
義

繳

の
M

稿
i

性
，來
の
硏
究
心
が
ら
多
大
の 

勞
カ
を
費
し
た
の
で
あ
る'0
然
し
ft
職
の
餘
暇
あ
れ
ば 

大
英
博
物
館
に
通
e

T
、
歷
史
硏
究
を
繼
镄
し
た
。
彼

I

.1
i

i.

!
I

|
I

1：

は
此
：間
に
：於
け
る
俸
給
を
擧
げ
て
い
學
校
め
身
用
と
貧 

说
救
肋
と
に
费
了
し
で，
夜
間
土
_
評
|&
の
爲
執
_
し
_
 

て
、
生
.活
t
を
得
た
の
で
あ
るo
:か
、

る

貧

窮

の

中

か

： 

ら
も
、
货
鲁
韵
を
鹏
入
し
た0-
で

あ

る

か

、

固
ょ

.
り
一 

種
の
麗
’樂
で
あ
つ
た
が
ら
、
隨
分I

冊
の
書
藉
に
も
不
'
 

相
常
の
高
價
を
挪
っ
た
逸
話
も
あ
る
。
餞
の
乏
し
い
ど 

，
き
は
、.晚
餐
を
飾
し
セ
ま
で
譫
書
類
を
一
册
づ
、
集
め 

た
の
.で
あ
る
■か
、，.
&
_か
^

&

«。の
"一

」

^.
..る

->cta. .San-' 

c
t
o
r
u
m

の
如
&
も
、
此
稀
の
苦
心
を
經
て
獲
ら
れ
た
も

で
あ
っ
た
？
云
ふ
。

然
し
書
籍
ば
か
り
が
彼
の
知
識
の
泉
源
で
.は
な
か
っ 

た
。
彼
は
最
後
に
至
る
迄
、
其.の
偷
敦
注
活
を
以‘て
滕「 

史
上
の
最
苠
の
課
業
を
與
へ
た
も
の
と
思
惟
し
そ
居
た
'
 

の
で
あ
る
。
彼
が
恐
ら
く
從
來
の®
史
家
が
手
を
染
め
、
 

な
か
っ
た
所
の
、
眞
個
英
國
人
民
の
，生
活
な
：る
も
の
'を
；
 

學
得
し
农
の
は
？
此
の
輪
敦
生
活
中
、
或
は#
院
の
« 

話
人
ゃ
學
校
敎
師
に
就
き
、
或
はW
察
署
ゃ
救
贫
事
務 

局
に
就
き
、
或
は
禮
拜
堂
ゃ
寺
院
の
動
行
、に
就
き
ヽ
或

は
：波
止
«
人

足

：：や
：商

眞

人

ゃ

粜

物

野

菜

：呼

賣

人

に

就

參 

或

は

夏

時.の

コ

レ

ラ

流

行

地

〗

や

冬

時

.の

經

濟

界

變

動

ょ 

b

.®
る
悲
慘
の
：光
景
に'就
き
、.
夫
れ
ぐ
實
地
硏
究
し 

た

.®
'I
T
*

つ
た
の..で
あ
，る
。
元
來
蒲
柳0
質
で
時
々
病 

„
床
に
就
.い
た
け
れ
ど
、
彼
は
興
病
臥
の
時
閱
を
も
利
用 

|

す
る> 

V

V」

を
忘
れ
本
か
つ
.̂

,°
近
郊
.の
'ド
ラ
'ィ
..グ
.も
、 

鐵
道
の
旅
行
も
、
保
養
'の
爲
短
期
の
エ
キ
ス
力
ー
シ
ョ
ン 

に
谨
過
し
た
有
ゅ
る
都
市
も
、
.
悉
く
彼
が
智
囊
に
何
物 

か
を
附
加
へ
た
。

ダ
：ダ
ー
ン
は
偷
敫

^;
敎
_
を
.執
る
こ
と
數
年
の
後
、

1

つ

は

其

健

康

が

益

々

不

啟

に

な

づ

た

：の

と

、

一

つ
は 

彼
0
宗

敎

上0
:意

見

が

：益
；今

英

國

+
敎
0
敎
義
€
相
戾 

\ 

6 
, 

§
を
'發
見
'a
た
の
'

§
で
、
遂
亿
斷
然
僧
職
を
抛
つ 

て
々
.
|
,八
六
/\
年

r

時
：ラ
ン
ベ
ス
i

s
ふ
®
の
i

館 

員
ビ
な
つ：

た
。
其
翌
年
'に
な

つ

：
て

病

氣

ば

益

：
々
亢
逝
し 

て
，
.最
早
活
動
を
要
す
る
仕
事
は
出
來
次
く
な
つ
て
來 

た
。
檄
師
は
肺
忠
と
診
斷
し
て
、
六
ヶ
月
以
上
生
#
覺 

束
な
い
ヾ」

語
つ
た
。
此
の
檄
師
の
宣
吿
が
镞
の
生
_
に
：
.

••'
■;
:第

^,
號

:'
:ノ 

：

八
.七
'

'
.
:

婼
十
一
卷(

九
ニ
九)

雜
錄
グ
リ
ー
ソ
英
國
史
の

1 最
新
版
に
就
て



1

ベ第十マ卷
 

'

(

九J
I1

0
)  

_ 

.0

J
縛
機
を
來
ず
動
機
ど
な
つ
た
の
で
あ
る

o

.、
•;
.
:'
■
::
:
•
'
il
'.
;
'■:
:

'.;
.
.
、:
.
.
. 

; 

:
.
, 

. 

'
. 

.

'.

'

此

の

：如

'(
櫞

師

か

：ら

吿
^

ら

れ

：た

グ

リ
I

V
は

、

遂 

.に

多

年
'硏

究

：の
®

蓄

を

ば

、'
生

あ

る

中
^

少

し

で

も
#
 

殘

？

む

と

決

心

し

た

。

さ
ぅ

し

て

錄

け

议

若

し

中

途

不
 

幸

に

し

て
.
P
れ

て
飞

幾

分

な

6
,:-
i
^

業

が

凝

.-
5
で

あ

ら

| 

ぅ

、

文

若

し

幸

に

毒

命

が

あ

れ

：ば

、

其

：れ

が

後

日

の

大
™ 

作
の
イ
ン
ト
ロ
ダ

.ク
シ
ョ
ン
に
な
る
で
：あ
ら

5

と

0

か

| 

ぐ

て

小

典

國

.民

史

の

著

作

は

着

手

せ

ら

れた

の

で

あ

| 

る
0

, 

‘ 

■

一

.
グ
ジ
ー
ン
は
牛
津
代
.在
_
っ

た

時

か

ら

膝

史

蓊

作

の

考 

は
农
つ
ft
力
、
從
.來
有
&
觸
れ
た
る
所
謂
fCL
M
d日
目
a.1 

t
r
u
m
p
e
P

 

H
i
s
t
o
r
y

た
は
大
に
鎌
ら
考
か
つ
た
。
彼
は
一 

其
時
會
ら
唯
だ
锻
然
と
'̂
1
5
1
:
0
1
7
:
0
£ 

man. 

and 

m
a
n

一
 

を
書
か
;5
^
思
.っ
て
居
た
の
で
あ
る
。
炎
は
初
め
英
國 

人
の
歷
劝
を
書
く
に
は
、
英
國
宗：

敎
界
及
び
思
想
界
の 

中
心
た
る
カ
ン
タV

リ
ー
大
僧
正
の
歷
史
を
書
ぐ
に
如 

く
は
な
い
ビ
M
立
.つ
た
。
然
し
硏
究
の
步
を
進
む
る
に

デ
？

ン
英
國
史
の
最
新
版
に
就
て
.
.
.
.第
七

媿

八

*\

從
：つ
て

、
力
ン

タV

リ
I
.分
大
僧
正
必
ず
し
も
英
國

«!
: 

省
の
：中
：心
人
物
な
ら
ざ
：る
事
を
發

.見
t
:た
。夫
れ
か
ら
、

.歷
史
硏
究
の
臟
序
と
し
て
地
質
學
や
、，
歷
史
前
の
英
國 

:

の
地
理
；や
、
.穴
居
人
種
並
び
に
英
國
に
侵
入
し
た
諸
人 

挪
の
硏
究
を
爲
す
；i

從
づ
<
r

結
局
昼
分
の
氣
R
入 

つ
た
や
ぅ
に
'書
か
5

t
思
：..へ.ば
，
英
國
人
を
れ
自
身
の 

歷

ま

で

：な

け

れ

：ば

可

け

な

，

S
」

> J

ミ
を
發
見
し
て
、
.彼 

は
日
つ
た
。「

國
家
は
偶
*
で
あ
る
。
其
れ
は
造
る
§

 

も
廢
す
る
こ
^

^
出
來
る
も
の
.で
、
.私
に
取
つ
て
は
^

.

實
の
も
0
で
は
な
い
。
然
し
國
民
は
私
に
取
つ
て
正
眞 

JE
:銘
で
あ
る
。
何
人
も
之
を
造
るr J

ど
も
出
來
な
け
れ 

‘ば
叉
倒
す
乙
と
T
^
w來
な
s」

o

Dictionary 

o
f

^

&0
3

a
j Biography 

の
寄
^
家
ょ
、

• 

"ク
？
丨
シ
が
歷
史
の
2
5的
は
社
會
の
迤
展
の
大
.な
る
.
 

ff
l
象
を
捉
へ
て
、
人
民
の
生
活
の
進
^
を
：示

す

こ

と

に 

在

.0
た
0

マ
コ
I
レ
ー

が

英

國

史

の

，
一

時

期

に

就

て

成 

し

た

：
る.所
を
、
グ
リ

!
ン
は
其
全
體
.に
一
旦
つ
て
^
み
た 

散
在
し
た
る
各
鍾
の
材
料
か
ら
し
て
、
彼
は
生
氣
潑
涮

|

_!:

!

\
j

5

\：

|

1；
：

I

! :
::

I'

!

:i

I.
ト
I
••.

た
る
甚
S
の
活
齋
を
描
き
出
し
た
の
：で
あ
み
。
從
來
別 

冷
に
取
扱
は
れ
た
る
種
.々の
題
目
|—

憲
法
史
、
社
# 

史
、
文
學
史
、
經
濟
史
其
他

——

は
、
玆
f
c彼
の
方
法 

に
？

s

i
せ
：ら
れ
、
英
國
民
進
步
の
記
錄
を
作
る 

こ
^
に
對
し
て
、
其
れ-

^
の
實
献
を
爲
す
，や
ぅ
に
活 

用
せ
&
れ
た
。
而
し
そ
グ
リ
ー
ン
ぼ
諸
都
市
の
地
现
の 

砂
^
力
、
歷
史
R
取
つ
て
免
何
に
大
切
な
る
要
素
た
ら 

し
む
る
プ」

ビ
，が
出
來
る
か
,?
r
籾「

め
て
示
し
た
人
で
あ 

る」

ビ
評
し
て
居
る
。
彼
が
歷
史
家
と
し
て
の
態
度
及 

び
彼
が
歷
史
の
眞
價
は"
是
等
數
fe
の
中
に
雜
き
て
居 

る
と
思
ふ
？：

櫞
師
の
豫
言
は
幸
に
適
中
し
な
か
つ
た
。
典
後
六
ヶ 

月
は
過
ぎ
去
つ
て
も
、
グ
リ
ー
ン
の
往
命
は
無
事
で
あ 

つ
た
。
然
も
貧
と
病
：ビ
は
絕
え
ず
彼
を
苦
し
め
た
。
冬 

期
は
外
國
i'
c

s
地
し
た
の
で
、
多6
の
參
考
書
籍
を
携 

帶
す
る
：こVJ

が
出
來
ず
、
爲
に
尠
な
か
ら
ざ
る
不
便
を 

感
じ
な
。
彼
は
是
等
の
苦
痛
や
闲
難
ビ
戰
つ
て
、
著
作 

を
進
行
せ
し
め
^
。
か
く
て
五
ケ
年
の
歳
月
を®
し
て

第
十
一
卷

小

英

國

民

史

ば

成

っ

た

が

、

其
の
：
い
ょ
—

-
脫

稿

す

る 

迄
.、
原
版
は
再
三
再
四
改S
せ
ら
れ
、
果
て
し
な
き
殺 

修
81
:は

加

へ

ら

れ

た

の

で

あ

る

。

へ

.'
'

へ
M

一

一

八
%
.四

年

、
クター

ン

が

划

六

歲

の

时

、
5hort His

tory 

of the English 

P
e
o
p
l
e

は

い

ょ

-
-
^
-
出

說

せ

ら 

j

れ
た
'
o
-

.
1

八
六
九
年
グ
リ
I
ン
記
し
て「

tu
版
著
は
今 

一.

日
歷
史
は
文
學
書
中
：

j

锻
賣
行
&
の
惡
い
名
のVJ1+K

ふ 

け
.れ
ど
，
，
其
れ
は
«
史
を
ば
：益
今
人
民
の
感
惝
に1 {
ふ 

可
き
有
ゆ
る
戈
の
かv
b引
き
離
：さ
ぅ
e
す
る
傾
向
が
あ 

る
か
ら
.で
あ
る」

'
云
々
日
つ
て
®
る
，が
、
彼
の
小
英 

一
國
民
史
.

j

度
發
^
せ
ら
る
^
や
、
«
番
社
#
の
歡
迎
す 

\

る
所
と
な
.つV

、
：

最
初一

年
の
間
に
五
版
を
重
ね
た
。 

是
れ
は
云
ふ
迄
.も
な
く
、
彼
の
膝
史
の
文
體
と
云
ひ
、 

其

材

料

の

取

极

方

と

云

ひ

、
”
又

其

見

解

や

史

實

.の

.取

捨 

等
や
が
、
a
來
の
歷
史
と
連
っ
て
、
全
く
一
 

新
機
勒
を 

出
じ
^
か
ら
で
あ
る
。
..
'

:
•

.

.

.然
し
好
評
噴
々
た
る
半
面
に
は
、
.：
グ
.ッ
I
シ
の
寧
ろ

笫

七

號

八

九

(

九
三一)

雜錄グリーソ扳國史

0
最新版に就て



難

節

十

一

怨

(

九
三
ニ〕

、
雜
.

錄

グ

？

ソ
爽
國
史
の
最
新
版
に
就
て

第
七
號

t-K^t

徵
麗
に
失
す
る
文
慨
や
、
其
の
自
曲
主
義
的
史
觀
や
、 

其
の
.
^<:
荒
な
名
材
料
の
取
扱
方
に
雜u
rr
、
酷

評
if 

下
し
た
#
も
少
な
く
な
か0

た
。
：小
英
國
民
史
の
初
版 

に
ば
.、
實
際
重
要
-な
ら
ざ
る
點
に
於.
9
'多
承
の
誤
は
免
'
 

れ
な
か
つ
た
。
病
身
で
神
經
過
敏
迄
な
れ
る
グ
ソ
ー

V

 

代
取
つ
て
>
是
等
の
批
評
は
、
彼
の
所
謂
，

「

寂
！1j

 

.を 

.

感
#
し
め
た
の
で
あ
る
。
彼
は
自
が
ら
鱗
識
し
て
云
つ 

た
。
觖
點
ば
勿
論
あ
る
け
れ
ど
、
之
は
彼̂
引
き
離
す 

乙v

は
出
來
な
い
、
€
云
ふ
の
：は
、
是
等
の
缺
點
ば
锻 

の
信
念VJ

歎
し
く
緖
合
し
た
も
の
で
あ
：る'か
ら

で
.あ
る
，
 

此
の
小
贫
國
民
®
ば
縦
：令
名
獬
は
異.つ
て
居
る
.ビ
.し
て 

も
、
實
際
上
彼
が
牛
律
で
訐
齎
し
た
も
の
と
同

f
の
：も 

の
、で

あ

る

。

典

れ

で

.其
缺
點
を
改
め
や
す
れ
ば
、 

彼
の
歷
史
に
關
す
る
槪
念
を
全
然
變
ベ
な
け
れ
ば
な
ら 

な
：い
。
諸
■
民

の

靡

史

の

基

礎

を

作

っ

た

る

は

：、

政
治 

家

等

の

：
政

策

で

は

な

く

し

で

、
’
國

民

的

感

情

の

大

な

る 

術
«4
で
ぁ
っ
た
ビ
云
ふ
彼
の
信
念
も
、
夫
れ
か
ら
政
治 

史
は
其
大
な
る
意
義
に
於
て
は
、
社
會
史
を
基
礎
と
じ

て
は
じ
め
て
之
を
了
解
す
を
こ
ど
が
出
來
る
し
又
疋
し 

い
.も
s

e
す

る

乙

ぢ

が

'出

來

る

と

云

ふ

彼

：
の
確
信
も
、
 

南
ク
な
が
ら
_
棄
せ
ね
ば
な
ら
な
か
，つ
た
云
々
。
彼
は 

尙
書
じ
9
"「

余
ゆ
理
論
は
間
逄
ク
で
居
る
か
も
知
れ
な 

い
？
然
し
本
當
の
倩
念
を
拋
棄
じ
で
余
が
敬
愛
す
る

他 

の
人
命
の
善
き
言
葉
怒H

?

用
也
む
ょ
り
も
、
含

眞

と 

考
^
所
を
守
ガ
、縦
し
.上
：手
に
，出

來

な

い

：

1
.で
も
、啟
分 

の

力

で

出

來.る
最
善
の
：努
力
を
礙
し
た
方
が
饞
し
で
あ 

を」

&
日
つ
で
居
.

o.'い 

，、
：

V 

j
以
上
ば
グ
'
1
リ
シ
自
か
ら
其
著

作

の

立

場

を

辯

®

し 

た
言
で
あ
る
が
ク
大
^
言
科
全
書
.(

第
十
版)

の
^
書 

家
.が
：小
英
國
民
*
を
評
し
た
言
は
、
中
々
正
鵠
を
#
て 

居
5-
5
思
ふ
か
‘
？
而
が
も
其
用
語
が
委
«1
^
匝
で
_
 

?

は
誤
解
を
招
く
處
れ
が

あ
る
；か
：ら
、.
M
文
の
儘
、 

引

用

す

る
。：：：

R
w
h
s 

gseraliy—accdIate 

in hiw 

statement 

of*

Iacts'a& slaowm

.̂a: f
i
r
m

cmrasp oi the main ten-

d
n>
n
q
7 

o
f 

a ■
period' he 

o
f
t
e
n

cruiids m
o
r
e

 

o
h 

Iiis

■
;
!
 

[-
[-
r 

K
.
r
r
^
l
f
}
r 

.l
n
l:
:
 

r
M
M
H
n
H
n
.
u
n
,
u
.
n
^

authorities than is warranted b
y

 their words, and 

is apt to overlook points w
h
i
c
h ,vvouia have forced 

M
m

 to modifv 

Hc/
>
J
.n)
P
J
.n)
3a>
は 
p̂.
o
n
s 

a
n
a

lower the 

tone 

of* 

Hv)colours. 

F
r
o
m

 his animated 

で ages 

thousands have learned to 

take 

p
l
e
a
s
u
r
e
'
m

r+
h
e
 

lliston/‘. o.£ .'their o
w
n

 

D
e
o
d
o
J

cr
u
t could 

scprccly 

learn 

to 

appreciate the complexity 

inherent 

m

 

a
l
l

Bl
gr+
o
p.
c
a
l

」 m
o
v
e
m
e
n
t
s
^

 

大
英
西
科
全
書
の
镩
書
家
が
評
し
た,*
1
く

、
.
グ

リ

ー

ン 

は
往
々
乳
典
據
と
し
たる

枕
料
か
ら
說
を
立る
.乙

ビ
多 

き
に
過
ぎ
、
又
其
表
現
を
加
減
し
着
色
.の
調
子
を
下
ろ 

す
可
き
#
點
を
看
過
し
た
各
嫌
も
あ
ら
ぅ
、
又
有
ゆ
る

| 

膝
&
上
の
運
動
に
固
有
な
る
錯.線
と
沄
ふ
乙

と
ば
彼
：の) 

廳
史
に
！

S

め
0
い
で
あ
ら
，ぅ
け
れ
ど
、.是
等
の
欠
點
は
•
 

舉
雷
ず
る
.に
、
1
方
彼
.の
長
處
た
る
藤
史
的
想
像
力
の 

致
す

所
で
あ

る

。
‘
.0
1
に
 ヽ

'グ
リ
ー
ン

« '
1

典

の
卒 

决
主
脹
せ
し
主
^
に
依
つ
て
英
國
史1
密

い

た

®

籾
の 

M
史
家
で
あ
つ
た
。
此
の
如
く
し
て
、
彼
は
當W
に
於

策
十
5

 

(

九
三
三

)

‘

1

錄

て
は
他
の
如
何
な
る
國
民
も
未
だ
所
有
し
な
か
つ
た
典 

.

コ
ン
韦X 

H

ル
.
.ス
.の
»
史

を

ば

、
同

胞
®!
民

に

貢

献

し 

た
れ
で
あ
る
。
其
の
歷
史
に
對
し
て
、
彼
が
幾
多
の
反 

對
論
ゃ
批
評
に
邋
遇
し
た
の
は
、
幾
分
か
彼
の
思
考
の 

パ

新
機
軸
に
對
す
る
尺
度
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
其 

成
班
も
、
又
其
批
評
も
均
し
く
、
冥
正
の
學
者
に
對
し
.
 

て
來
る
が
如
く
？
來
つ
た
の
で
あ
る.0 

.小
英
國
民
史
は
®
だ
學
間
上
の
價
値
あ
る
は
か6
で 

I

な
く
、
又
英
國
人
の;§
_
を
篇
調
し
、
若
ぐ
は
之
に
冏 

\

情
し
た
る
遨
德
的
調
子
：の®
秀
教
る
點
に
於
て
惯
値
あ.
 

る
ば
か
6
で
な
く
、一

個
の
文
學
的
73
'
東
*
術
的
製
が 

品
と
し
て
、
非
常
の
價
値
を
郁
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。

.

「

.グ
リ
1

y.
は
賞
際
單
に
學
#
た
る
.■に

±
ま
ら
ず
し
て 

藤
術
象
で
あ
0.
た
。'彼
は
梁
の
獒
を
極
愛
し
で
、
典 

意

に

投

ず

：る
{-
至
る
迄
は
推
敲
^
て
.已

ま

ぶ

力

つ

た 

小
英
國
K
史
は
徹
頭
徹
尾
興
谷
部
分
.に
於
て
序
次
あ
り 

且
情
緖
に
：充
ち
た'1

大
槪
隹
0.
作
物
で
あ
る」

V」

の 

.s
c
t
i

g'aly 

of Na,tionalvBiograp^

の
記
者
の
批

紙
七
號

：

\  

V

九
：i

ン

.

y

リ
ー
ン
典
國
史
の
最
掰
版U

就
て



第
十
5
 

\ 

(

九
三
四〕

雜\

錄

グ
？

ゾ
爽
國
也
の
最
新
版
に
就
て

'W
.は
、決
し
て
.過
褒
.の
.言
で
，は
.な
S
.
O有
名
.な
る
英
國
靡 

法
*
の
著
者
ス
タ
' ッ
ブ
ス
1«
±
亦
、：'此
著
5:
砰
し
"て
些 

細
の
缺
點
b
擧
げ
る
y2
る
舞「

M
て
彼
の
著
作
は
#.
實 

な
る
觸
浏
の
著
作
で
あ
る
。
彼
を
熟
知
す
る
人
の
外
、 

他
を
魅
す
る
彼
の
球
易
快
活
な
る
文
章
の
：下
に
は
精

P

 

な
る
る
.學
者
の
深
き
抓
^

e
不
撓
な
る
努
力
み
伏
在
せ 

こ
と
を
看
取
す
る
溝
は
少
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

」

.

「

而
し
て 

4
»

.1,

細
吾
人
が
彼
に
負
ぅ
所
を
附
言
せ
む
か
、
被
の
歷 

史
.に
は
、
他
の
何
物
ょ
ふ
も
彼
の̂
國
史
を
し
て
a

# 

な
ら
し
む
る
彼
が
其
話
說
を
語
る
方
法
の*
く

可
き
朴 

實
美
麗
な
る
點
で
あ
る」

云
々
ミ
云
つ
て
居
る
。
ス
タ
ッ 

ブ
ス
の
如
き
英
國»
史
の
0

か
ら
し
て
此
の
如
き
評 

の
出
で
た
の
は
、
以
て
グ
リ
ー
ン
の
著
書
の
眞
價
を
充 

分
に
裏
書
す
る
も
の
で
あ
る■ 
°

 ̂

“ 

.
' 

,

 

グ
ジ
J
ン
は」

A
七
七
年
ミ
ー
ス
の
翻
.行
^.
の
女
ア

第
セ
雛
九
ニ 

ジ
ス
-
ス
ト
ッ
ブ
ス
ォ
-ア
ド
嬢
と
結
婚
し
たO

グ
ジ
I
ン 

夫
.人
は
此
大
歷
史
家
の
四
偶た
る
，に
：®
な
な
か
っ
た
o 

グ
ソ

I
ン

が

其

後

小

英

阈

民

史

の

搬

大

版

^

は 

版
と
し
て
、
著
は
し
た
>

!
1
1
5

±6
1
7
 

O
M 

English 

people 

(

Ioo
w
l
s
o

)

及
び
學
漭
ゆ
參
考
書
どし
て
書
い

\ 

た 

T
h
e

 

M
a
k
i
n
g

 

of E
ngland (1332) T

h
e

 Conquest

~ 

; 

'

一
o
f England 

(

I
0O
S3)

等
^
大
箸
は
、
何
れ
も
夫
人
の 

熱
切
な
る
同
情
ビ
慫
慂
ビ
內
叻
の
賜
で
あ
っ
た
こ
と
は 

著
^
な
る
事
實
で
あ
る
。
グ
リ
丨
ン
夫
人
に
は
別
に 

T
we
l
v
e 

English 

Statesmen 

叢
書
^
の 

H
e
n
r
y

 H.

\ 

の
外 

T
o
w
n

 

Life in the 15 *

 

Century 

及
び 

K
C3
0 

University Library 

中
の 

Irish Nationality 
等
の
著 

書

あ

：る

彼

女
自
身|

廉
の
歷
史
家
で
あ
る
か
ら
、
其̂

助
の
功
の
如
何
に
％

大
で
あ
っ
た
か
は
、
略
ぼ
推
察
せ 

ら
る
x
o

j
I

!

.

.夫
人
が
グ
リ
！
ン
の
死
後
.

一

八
八
八
年
を
以
て
小
英 

國
民
史
の
改
版
を
發
行
し
た
の
は
、
夫
が
生
前
の
遺
言 

に
ょ
つ
た
の
$
あ
る
。
併
炉
も
夫
人
は
亡
夫
の
遺
命
を 

ば
最
も
誠
實
に
、
又
能
う
限
6
の
努
力
を
以V

遂
行
し 

た
。
彼
女
は
此
貴
き
使
命
を
遂
げ
む
が
爲
ヽ
亡
夫
の
友 

人
で
あ
つ
た
ス

タ
ッ

ブ
ス
、
ク
レ
ー
ト
ン

兩
博
士
を

始 

め
、
ブ
ラ
ィ
ス
や

レ
ッ
キ
ー
等
諸
歷
史
家
の
助
カ
を
藉 

り
れ
。
わ
け
て
同
じ
英
®

歷
史
の
大
家
た
る

ガー

デ
ィ 

ナ
ー
敎
授
に
は
最
も
負
う
所
が
あ
つ
た
。
夫
人
は
一
八 

八
八
年
此
の
改
版
を
發
衍
す
る
ビ
き

、
f

 

I

.ン
の

小 

英
國
民
史
著
作
のS

來
に
就
で
長
文
の
緖
言
を
附
し
だ 

私
が
本
文
を
草
す
る
^
方
つ
て
、
此
緖
言
に
負
う
所
の 

大
な
る
や
、
云
ふ
迄
も
な
い
。
 

ノ

グ

リ

ー

ン

夫

人

が

一

九

一

六

#

®

を
發
行
し
/a
る
次 

第
に
就
て
：は
^
攸
等
序
.文
中
に
語
る
所
が
.な
い
炉
ら
、
 

,

飨
十
ー
卷

(

九
三
五)

雛

錄

，グ
リ
ー
ソ
荚
國
史
の
最
新
版
じ
就
ズ 今

に
於
て
之
を
知
る
ょ
す
が
も
な

%
 c

«
は
3&
に
^
ニ 

八
：一
五
年
に
獅
筆
さ
れ
た
此
の
不
朽
の
名
著
が
、
著
潘 

の
未
亡
人
の
手
に
依
つで
一
九

一.四
年
大
戰
破
裂
に
至 

る
、
迄
增
補
せ
ら
れ
て
、S

ょ
^

^
完
璧vj
せ
ら
れ
た 

祟
は
學
界
の
®
事VJ

云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
夫
人 

の
：：

增

補

が

亡

夫

の

名

作

を

辱
め

ざ
る
程
の
成
功
で
あ
る 

事
は
、
嚴
正
な
る
タ
ィ
ム
ス
の
新
書
評
家
が
、

Eveiy- 

m
a
n
w
L
i
b
r
a
r
y

版

.
の

小

英

國

民

史

の

Epilogue 
€
比 

轔
じV

其
：間
に
霄
«
の
栩
違
あ
る
乙
ミ
を
證
言
せ
る
に 

徵
しV

も
明
か
で
あ
る
“
淤
ば
他
日
精
鑛
の
上
其
の̂ 

容
を
紹
介
す
る
の
機
會
を
得
介
い
ビ
希
蠻
し
て
居
る** 

で
あ
る
。

m
谨

%


